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平成３０年安房郡市広域市町村圏事務組合議会第２回定例会議事録 

 

１．平成３０年１０月１５日（月） 午後３時３０分 

 

１．鴨川市役所 ４階大会議室 

 

１. 出席議員 ８名 

１番 榎 本 祐 三     ２番 本 橋 亮 一 

３番 庄 司 朋 代     ４番 鈴 木 美 一 

５番 飯 田 彰 一     ６番 鈴 木 直 一 

７番 小藤田 一 幸     ８番 伊 藤 茂 明 

 

１. 欠席議員 なし 

 

１．出席説明員 

理 事 長   石 井  裕  副 理 事 長  亀 田 郁 夫 

理 事  金 丸 謙 一  理 事  白 石 治 和 

代 表 監 査 委 員  石 井  洋  会 計 管 理 者  石 井  修 

消 防 長  川 上 良 之  消 防 次 長  坪 井 勇 一 郎 

消防本部総務課長  真 田  薫  消防本部警防課長  丸 山 伸 夫 

消防本部予防課長  佐 久 間 初 日  消防本部総務課長補佐  庄 司  剛 

事 務 局 長  朝 倉 和 利  事務局庶務係長  田 村 嘉 教 

事務局技術担当主幹企

画事業係長事務取扱 
 角 田 照 夫  

事 務 局 環 境 施 設 

整備推進室副主幹  小 髙 雅 人 

 

１．出席事務局職員 

議 会 書 記 長  石 井 利 彦  書 記  前 田 み な み 

 

１．議事日程 

平成３０年１０月１５日 午後３時３０分 開議 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 認定第１号 平成２９年度安房郡市広域市町村圏事務組合一般

会計歳入歳出決算の認定について 

日程第４ 発議第１号 専決処分事項の指定について 
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   閉会  午後３時５６分 

 

議会書記長（石井利彦君） 

  それでは、議会開会の前に本日配布の資料のご確認をお願いいたします。

発議第１号「専決処分事項の指定について」です。 

  漏れはございませんでしょうか。 

  （「なし」の声あり） 

 

   開会宣言 

議長（庄司朋代君） 

皆様、本日はご多用のところご出席を賜りまして誠にありがとうございま

す。本日は議員全員の出席をいただいております。よって、平成３０年安房

郡市広域市町村圏事務組合議会第２回定例会は成立いたしました。これより

開会いたします。 

   

日程の決定 

本日の議事日程は、お手元に配布のとおりといたします。 

 

議案の配布 

議案の配布漏れはございませんか。 

（「なし」の声あり） 

配布漏れなしと認めます。 

 

   出席説明員の報告 

  本定例会議案審査のため、地方自治法第１２１条の規定による出席要求に

対し、お手元に配布のとおり出席報告がありましたので、ご了承願います。 

 

諸般の報告 

 この際、諸般の報告を行います。監査委員から「平成３０年度一般会計の

６月から８月分」に関する出納検査結果の報告がされております。 

  お手元に配布の書類により、ご了承願います。 

 

   日程第１ 会議録署名議員の指名 

議長（庄司朋代君） 

日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。８番議員、伊藤茂明さん、

６番議員、鈴木直一さん。以上２名の方にお願いいたします。 
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日程第２ 会期の決定 

議長（庄司朋代君） 

日程第２「会期の決定」を議題といたします。お諮りいたします。本定例

会の会期は、本日１日と決定いたしたいと存じます。これにご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

ご異議なしと認めます。よって、会期は本日１日と決定いたしました。 

 

提案理由の説明 

この際、本定例会の招集につき、理事長より挨拶及び提案理由の説明を求

めます。理事長。 

理事長（石井 裕君） 

  本日ここに、平成３０年組合議会第２回定例会を招集いたしましたところ、

議員の皆様方におかれましては、ご多用の折りにもかかわらず、ご出席を賜

り、誠にありがとうございます。 

  さて、本定例会におきましてご審議をお願いいたします案件は、決算の認

定でございます。その概要についてご説明申し上げます。 

認定第１号「平成２９年度安房郡市広域市町村圏事務組合一般会計歳入歳

出決算の認定について」でございますが、地方自治法の規定に基づき、監査

委員の意見を付して、組合議会の認定をお願いするものでございます。 

以上簡単ではございますが、私の挨拶並びに提案理由の説明といたします。

よろしくご審議くださるようお願い申し上げます。 

議長（庄司朋代君） 

  以上で理事長の挨拶及び提案理由の説明を終わります。 

 

   日程第３ 認定第１号 平成２９年度安房郡市広域市町村圏事務組

合一般会計歳入歳出決算の認定について 

議長（庄司朋代君） 

日程第３、認定第１号「平成２９年度安房郡市広域市町村圏事務組合一般

会計歳入歳出決算の認定について」を議題といたします。内容の説明を求め

ます。 

事務局長（朝倉和利君） 

  はい、事務局長。 

議長（庄司朋代君） 

  事務局長。 
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事務局長（朝倉和利君） 

それではちょっと長くなりますので、着座にてご説明をさせていただきた

いと思います。よろしくお願いいたします。認定第１号「平成２９年度安房

郡市広域市町村圏事務組合一般会計歳入歳出決算の認定について」、ご説明

いたします。資料につきましては、白の表紙、１番「議案」の１ページをご

覧いただきたいと存じます。 

本議案につきましては、平成２９年度本組合の一般会計歳入歳出決算に

つきまして、監査委員さんの意見を付して、議会の認定をいただこうとす

るものでございます。資料は、別冊の資料「歳入歳出決算書」、「決算に

係る主要な施策の成果に関する報告書」、「一般会計決算審査意見書」の

３冊でございます。 

それでは、はじめに別冊の１、「決算書」の１ページをご覧いただきたい

と存じます。平成２９年度一般会計の歳入歳出決算の合計額につきましては、

歳入決算額は３３億９，０２０万２，４１４円、歳出決算額は３２億２，２

７５万４，４５５円、歳入決算額から歳出決算額を引きました歳入歳出差引

残額につきましては、１億６，７４４万７，９５９円でございます。 

次に、２８ページの実質収支に関する調書をご覧いただきたいと存じます。

こちらは、千円単位での記載でございます。歳入総額３３億９，０２０万２

千円、歳出総額３２億２，２７５万４千円、歳入歳出差引残額１億６，７４

４万８千円でございます。このうち、翌年度に繰り越すべき財源といたしま

して、天津小湊分遣所建設事業の地質調査、地形測量、基本・実施設計の委

託料、旧和田分遣所解体撤去事業の工事請負費の一部、及び旧白浜分署解体

撤去事業の工事請負費に係る一般財源３６２万７千円を差し引いた、実質収

支額は１億６，３８２万１千円でございます。前年度と比較いたしますとマ

イナス９．８パーセントでございます。 

続きまして歳入歳出決算額の主な内容につきまして、別冊の２になります

が「決算に係る主要な施策の成果に関する報告書」によりご説明申し上げま

す。１ページをご覧いただきたいと存じます。 

歳入の決算状況でございますが、一番下の合計欄をご覧いただきたいと存

じます。平成２９年度の予算現額につきましては３３億９,５２０万９，６

８５円、収入済額３３億９，０２０万２，４１４円でございます。 

続きまして、款別の歳入決算額の内訳につきまして、ご説明いたします。

１款の「分担金及び負担金」でございますが、２９年度決算額の欄をご覧い

ただきたいと存じます。平成２９年度の決算額につきましては、２７億７，

１５７万９千円でございます。前年度より３，２７８万３千円、１．２パー

セントの減でございます。減額の主な理由につきましては、消防費における
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消防署所整備等の事業量の減、及び後ほどご説明いたしますが消防救急無線

工事の談合事件に係る賠償金相当額の収入があったことにより、市町負担金

が前年度より減額となってございます。また、資料の４ページにつきまして

は、各市町別、事業別の決算額及び前年度との比較がございますので、こち

らについては後ほどご確認いただきたいと存じます。 

それでは引き続き１ページをご覧いただきたいと存じます。２款の「使用

料及び手数料」でございますが、決算額は４，０５５万９，３２９円、前年

度に比べほぼ同額でございます。 

次に５款の「繰越金」でございますが、決算額は２億１，８１９万９，４

４８円、前年度に比べ１，４７４万３，９４６円、６．３パーセントの減額

でございます。また決算額のうち、３，６６１万６８５円につきましては天

津小湊分遣所建設事業の用地取得費、白浜分署建設事業の建設工事請負費及

び工事施工監理業務委託の財源といたしまして、平成２８年度から繰り越し

た繰越財源でございます。 

次に、６款の「諸収入」でございますが、決算額は９，９８６万４，６３

７円、前年度に比べ８，２０５万４，３０９円、４６０．７パーセントの増

額となりました。これにつきましては、平成２２年度から２４年度までに千

葉県市町村総合事務組合から千葉県に委託し、実施いたしました消防救急無

線整備工事におきまして談合があったとの公正取引委員会からの指摘により、

日本電気株式会社からの賠償金が工事費を負担いたしました本組合に千葉県

市町村総合事務組合を経由いたしまして支払いがあったもので、その賠償金

相当額７，８１５万８，８５０円、この収入によりまして、前年度と比較し

大幅な増額となったところでございます。 

この他、粗大ごみ処理施設の有価物売上代が前年度と比較しまして４０１

万３，１３２円、２６．４パーセントの増額でございました。 

７款の「組合債」でございますが、組合債の決算額は２億６千万円、前年

度より２億７,８３０万円、５１．７パーセントの減額でございます。平成

２９年度の起債事業につきましては、すべて消防施設整備事業に係るもので、

白浜分署建設工事、水槽付消防ポンプ自動車の購入などに充てたものでござ

います。 

それでは、続きまして歳出についてでございますが、資料の２ページをご

覧いたただきたいと存じます。 

歳出の決算状況でございますが、一番下の合計欄をご覧いただきたいと存

じます。平成２９年度の予算現額は３３億９，５２０万９，６８５円、支出

済額は３２億２，２７５万４，４５５円でございます。前年度より

１億９，２９９万９，９８３円、５．７パーセントの減額でござい
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ます。 

続きまして、各款別の歳出決算額の内訳についてご説明いたします。まず

１款の「議会費」でございますが、２９年度決算額の支出済額の欄をご覧

いただきたいと存じます。支出済額は３５万９，３９９円、前年度より３万

８,６８９円、９．７パーセントの減額でございます。主な支出内容につき

ましては、議長・副議長・議員報酬などでございます。 

 ２款の「総務費」でございます。決算額は７，２７３万６，７２７

円、前年度より１．９パーセントの減額でございます。支出の主な

内容につきましては、事務局職員７人分の人件費、市町等職員共同

研修委託料、市町村等職員採用試験負担金などでございます。減額の

主な理由につきましては、職員の人件費が、職員の異動等により減額となっ

たものでございます。 

続きまして、４款の「衛生費」でございます。決算額は２億８，６４６

万２，８７６円、前年度より２６６万４，２２６円、０．９パーセントの

増額でございます。増額の主な理由といたしましては、火葬場費につきま

しては、火葬場指定管理委託料が減額となりましたが、粗大ごみ処理施設

費の機械等修繕料及び施設運転等業務委託料などが増額となったことによ

り、衛生費全体では増額となってございます。 

５款の「消防費」でございます。決算額２５億５，９９８万５，５４５

円、前年度と比較すると２億４５１万６,３０２円、７．４パーセントの

減額でございます。減額の主な要因につきましては、２９年度に実施いた

しました白浜分署建設工事などの事業費に比べ、２８年度に実施いたしま

した鴨川消防署庁舎耐震補強・大規模改修事業及び和田分署建設事業など

の事業完了による事業費の減額が上回りまして、消防費全体では減額とな

ってございます。 

  ６款の「公債費」でございます。決算額は３億３２０万９，９０８円、前

年度より１，０２９万７，１９０円、３．５パーセントの増額でございまし

た。 

続きまして、７款の「予備費」でございますが、予備費の充用はございま

せんでした。歳出につきましては、以上でございます。 

続きまして５ページをご覧いただきたいと存じます。地方債の償還状況で

ございます。地方債現在高につきましては、平成２８年度末は２６億３，５

１７万４，４４９円でございましたが、２９年度に新たに発行した額、２億

６千万円を追加し、返済した元金２億９，１０７万９９９円を差し引きまし

て、平成２９年度末の地方債残高は２６億４１０万３，４５０円となってご

ざいます。 



 7 

  続きまして６ページをご覧いただきたいと存じます。平成２９年度決算に

係る主要な施策の成果についてご説明申し上げます。まずはじめに、総務費

の事業内容といたしまして、市町等の職員共同研修につきましては新規採用

職員研修など８課程を行い、２９２名が受講している状況でございます。市

町等職員採用試験につきましては、３市１町、三芳水道及び、当組合の６団

体が参加し、試験の職種につきましては６種類、募集人員５７人に対しまし

て、応募者数２６８人、最終合格者６０人でございました。 

７ページをご覧いただきたいと存じます。衛生費の主な事業内容でござい

ますが、保健衛生総務費では、病院群輪番制病院運営事業、在宅当番医制事

業、夜間急病診療事業を行いました。受診者数については、記載のとおりで

ございます。 

８ページをご覧いただきたいと存じます。安房地域医療センター救急セン

ターの建設事業に対する補助金でございますが、補助金総額１億５千万円を

平成２３年度から４２年度までの２０年間で分割交付するもので、1 年度あ

たり７５０万円の補助を行うものでございます。 

次に、火葬場費の主な事業内容でございますが、火葬場の運営に係る経費で、

指定管理業務委託、大気質等の調査、施設の定期修繕などを行いました。また、

火葬場使用件数につきましては、記載のとおりでございます。 

９ページをご覧いただきたいと存じます。粗大ごみ処理施設の主な事業内

容でございますが、施設の運営に係る経費でございまして、粗大ごみ処理施

設運転等業務委託、機械等の定期修繕などを行いました。また、粗大ごみ

搬入量は、記載のとおりでございます。 

その下のごみ処理広域化推進費でございますが、こちらは環境施設整備推

進室３名の人件費が主なものでございます。 

１０ページをご覧いただきたいと存じます。消防費の主な事業内容でご

ざいますが、防災基盤整備事業といたしまして、ちば消防共同指令センタ

ーの運用経費負担金、千葉県消防救急無線設備の維持管理費負担金を支出い

たしました。また、消防教育業務推進事業といたしまして、救急救命研修所

等の各種研修に参加しております。 

次に、消防設備等整備事業でございますが、白浜分署の高規格救急自動車、

天津小湊分遣所の水槽付消防ポンプ自動車、及び館山消防署査察車を更新、

鴨川消防署の広報車を新たに購入いたしました。 

１１ページをご覧いただきたいと存じます。次に消防施設等整備事業でご

ざいますが、老朽化している鴨川消防署の訓練塔補修工事、津波対策として

白浜分署の建設工事及び天津小湊分遣所建設用地の取得、西岬分署、神戸、

富浦、長狭分遣所の各耐震診断の実施、鋸南分署の改修に係る設計業務、旧
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和田・旧丸山分遣所の解体撤去工事などを実施したところでございます。ま

た、１２ページにつきましては予防業務の実績を記載してございますので、

後ほどご確認いただきたいと存じます。 

続きまして、「財産に関する調書」についてご説明いたします。資料は変

わりまして別冊１になります。別冊１の決算書の３０ページから３１ページ

をご覧いただきたいと存じます。 

まず、「土地及び建物」についてになりますが、平成２９年度中の土地の

増加につきましては、津波対策移転に伴う天津小湊分遣所建設事業に係る用

地取得により消防施設の土地が７９．７８平方メートル増加いたしました。

建物につきましては、白浜分署の建設、旧和田分遣所及び旧丸山分遣所の解

体によりまして全体では、１０．８５平方メートル増加しているところでご

ざいます。 

 「所有権の持分登記」、「出資による権利」につきましては、平成２９年度

中の増減はございません。 

次に３２ページをご覧いただきたいと存じます。「物品」でござい

ますが、鴨川消防署に指揮隊を配備するため、新たに鴨川消防署の

広報車を 1 台購入し、既存車両の配置換えを行ったことによりまし

て、指揮車・広報車の台数が増減してございます。また、指揮車積

載用の消防救急デジタル無線装置２台を購入してございます。なお、

台数には影響はございませんが、白浜分署の高規格救急自動車、天

津小湊分遣所の水槽付消防ポンプ自動車、館山消防署の査察車を更

新したところでございます。  

   それでは決算については以上でございます。よろしくご審議をくださいま

すようお願い申し上げます。 

議長（庄司朋代君） 

以上で内容の説明が終わりました。次に、監査委員から審査意見書が提出

されておりますので、石井代表監査委員、ご報告をお願いします。 

代表監査委員（石井 洋君） 

はい、監査委員。 

議長（庄司朋代君） 

  はい、石井代表監査委員。 

代表監査委員（石井 洋君） 

  平成２９年度の一般会計歳入歳出決算書及びその他政令で定めた書類につ

きましては、去る平成３０年８月２３日に、榎本祐三監査委員とともに審査

をいたしましたところ、いずれも法令に準拠して作成されており、関係諸帳

簿並びに証書類を精査照合した結果、計数は正確であり、適法かつ効率的に
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執行されておりましたことを認めましたので、ご報告いたします。 

  以上で終わります。 

議長（庄司朋代君） 

  監査委員からの報告がありました。これより質疑に入ります。なお、会議

規則第４６条により発言は１件につき一人２回までとなっておりますので、

ご承知おきください。 

  ご質疑のある方、ご発言願います。 

鈴木美一君 

  はい。 

議長（庄司朋代君） 

  はい、鈴木議員。 

鈴木美一君 

  別冊１の３０ページ、（２）の「所有権の持分登記」で、これについて多

分私も「だろうな。」ぐらいしかわからないので、説明をお願いします。 

議長（庄司朋代君） 

  別冊１の３０ページ、「所有権の持分について」という質問です。 

事務局長（朝倉和利君） 

  はい、事務局長。 

議長（庄司朋代君） 

  はい、事務局長。 

事務局長（朝倉和利君） 

  これにつきましては、皆様方、ご承知かと思いますが、ごみ処理広域化事

業を進める上で、断念いたしましたが、前の候補地でございました南房総市

千倉町大貫地先の土地所有に係る共有名義のものでございます。以上でござ

います。 

鈴木美一君 

  はい。 

議長（庄司朋代君） 

  はい、鈴木美一議員。 

鈴木美一君 

  共有地、残念ながら買えなかった。あ、買えなったではない、大貫地区で

は実施できなかったわけですけれども、これは共有の持分として広域が持っ

ていると思いますが、今後、これはずっとこのままになってしまうんですか。

それとも処分できるのかどうか。その辺をお伺いします。 

事務局長（朝倉和利君） 

  事務局長。 
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議長（庄司朋代君） 

  はい、事務局長。 

事務局長（朝倉和利君） 

  共有名義でございますので、原則的にすぐに誰かに売買できるものではご

ざいませんので、この財産の問題につきましては今後時間をかけて、検討し

てまいりたいと考えています。 

議長（庄司朋代君） 

  他にご質疑ございますか。 

  質疑なしと認めます。 

  お諮りいたします。本案は討論を省略し、採決することにご異議ございま

せんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

  ご異議なしと認めます。これより採決いたします。認定第１号「平成２９

年度安房郡市広域市町村圏事務組合一般会計歳入歳出決算の認定について」、

原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

  ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり認定されました。 

 

   日程第４ 発議第１号 専決処分事項の指定について 

議長（庄司朋代君） 

日程第４、発議第１号「専決処分事項の指定について」を議題といたしま

す。 

ただ今議題となりました発議第１号は、議員全員の提出議案でありますの

で、趣旨説明、質疑、討論を省略し、ただちに採決いたしたいと存じますが、

これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

ご異議なしと認めます。これより採決いたします。発議第１号「専決処分

事項の指定について」、本案を原案のとおり可決することにご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。 

 

   閉会宣言 

以上をもちまして、平成３０年度安房郡市広域市町村圏事務組合議会第２

回定例会を閉会といたします。お疲れ様でございました。 
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                       午後３時５６分 閉会 

 


